
SPEX（スペックス）シリーズ

SPEX- Aは、土壌中や排水中に含まれる重金属を資材の鉱物化過程で取り込み、強固に
結合することにより溶出を抑えます。不溶化は、中性～アルカリ性環境下での反応となる
ため、酸性環境下ではpH調整剤との併用が必要となります。

SPEX- Aが不溶化可能な重金属元素は、ヒ素、フッ素、ホウ素、鉛及びカドミウムです。
重金属不溶化対象の性状、性質（土壌、排水、pHなど）及び汚染濃度により、使用する
SPEX- Aを変更することで対応範囲が広がります。

ラインナップ

基本配合

SPEX-AP

アルカリ性の排水・
土壌に適用可能

助剤添加

SPEX-AB

酸性の排水・

土壌に適用可能

液体バージョン

SPEX-AL

粉体での添加が不
可能な場合や、混
合作業が難しい場

合などに使用

資材pH 約3 （水に懸濁時）

使用可能pH 2～12（酸性の場合は助剤によりアルカリ側へpH調整の必要あり）

比重 粉体：約1.6 液体：約1.3

外観 粉体：白色粉体 液体：無色透明の液体

主要対象元素 ヒ素・フッ素・ホウ素・鉛・カドミウム



吸着能力基本性能
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SPEX- Mは、土壌中や排水中に含まれる重金属を資材の鉱物化過程で取り込み、強
固に結合することにより溶出を抑えます。資材と、土中などに存在する成分により生
成する層状粘土鉱物が、その構造中に重金属を取り込むことにより不溶化が行われ
ます。

SPEX（スペックス）シリーズ

ラインナップ

SPEX- Mが不溶化可能な重金属元素は、ヒ素、フッ素、鉛及びカドミウムです。
重金属不溶化対象の性状、性質（土壌、排水、pHなど）及び汚染濃度により、使用する
SPEX- Mを変更することで対応範囲が広がります。

基本配合

SPEX-MP

広範囲のpHに対応
できる高性能不溶

化剤

低汚染濃度用

SPEX-MPC

低濃度の

重金属汚染用資材

吸着層用

SPEX-MF

主に吸着層工法用
に使用する

資材pH 約9 （水に懸濁時）

使用可能pH 5～11（処理後のpH雰囲気は7～11程度が望ましい）

比重 粉体：約0.8～1.5

外観 粉体：白色微粉体

主要対象元素 ヒ素・フッ素・鉛・カドミウム



吸着能力基本性能
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長期安定性
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SPEXシリーズは、不溶化作用時に、資材中また対象物中に含まれるカルシウムやアルミニウム等の
成分を利用して鉱物を生成し、重金属を生成される鉱物中に取り込みます。重金属の吸着作用に
は、鉱物表面に重金属が電気的に引き寄せられて吸着する「表面吸着」がありますが、表面吸着は
周囲の環境により離脱しやすくなっています。これに対しSPEXシリーズの吸着機構は、鉱物中の構
成イオンと重金属イオンが入れ替わる作用を利用しており、重金属が鉱物中に取り込まれ、強固な
結合（化学吸着）をするため、取り込まれた重金属は表面吸着に比べ安定的に保持されます。
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不溶化材：SPEXシリーズを汚染土壌と混合すると、土壌中の水分と反応を始めます（この際、周囲
環境のpHコントロールや適切な散水が必要な場合があります）。資材成分と土壌中のカルシウムや
アルミニウム等の反応の結果、層状粘土鉱物類が生成します。
生成された層状鉱物中で、鉛やカドミウムなどはカルシウム成分と入れ替わり（インターカレーショ
ン）、ヒ素やフッ素なども別の物質と入れ替わり、鉱物構成成分の一部として、保持されます。

図‐1重金属の吸着機構概念図

適用可能対象

SPEXシリーズは、様 な々対象に対して使用可能です。以下の図に示されていない対象であっても、事
前試験によって、適用可否を検討します。
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土壌改良剤との併用可能
（アルカリ環境での不溶化）

対象物の性状によって、最
適な資材をカスタマイズ

適用可否は事前検討試験
で確認

SPEX（スペックス）シリーズの重金属吸着機構


